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研究成果の概要（和文）：　本研究では、タンザニアを事例として、(1)教育借用されてきた学習者中心型教授
法、(2)タンザニアで受け継がれてきた教育思想、(3)現代の教育関係者が価値を置く教授法、の三要素間で輻輳
性と相乗効果を検討した。比較事例研究法とケイパビリティ・アプローチを用い、異なる政策レベルにおける学
習者中心型教授法の理解、タンザニア教育開発の歴史と、半構造化インタビューとフォーカス・グループ・ディ
スカッションを通して、現代において価値があると考えられている教授法について調査した。先の(1)、(2)、
(3)の類似点と相違点を明らかにし、タンザニアの基層文化に即したオルタナティブな教授法の生成を試みた。

研究成果の概要（英文）：Amid the global surge of learner-centered pedagogy (LCP) as a “universal 
panacea,” this research proposes an alternative pedagogical framework in Tanzania based on (1) 
historically nurtured pedagogies, (2) currently valued pedagogies, and (3) a flexible approach to 
LCP. Using the comparative case study approach and the capability approach, the research explored 
educational development in Tanzania through a historical lens, the interaction of LCP discourse at 
different policy levels, and pedagogies conceived as being of value examined through semi-structured
 interviews and focus group discussions. The findings indicated that some principles of LCP were 
espoused by all three aspects above, while other LCP concepts were supported by one or two of them. 
It is suggested that seeking the overlapping pedagogical elements over time and across different 
policy levels will offer an alternative means to pursue locally appropriate pedagogies in a given 
setting.

研究分野：教育開発学

キーワード： タンザニア　学習者中心型教授法　オルタナティブ教授法　自立のための教育　比較事例研究法　ケイ
パビリティアプローチ　アフリカ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　国際教育開発分野では、「万国に共通して効果的な教授法」として、学習者中心型教授法（アクティブラーニ
ング、協調型学習など）が発展途上国へ教育移転されてきた。しかし、欧米の教育哲学や思想に基づく本教授法
と、途上国で普及する教師中心型教授法の二項対立を超え、現地の社会文化に根づき、かつ高い学習成果を生み
出せる第三の教授法は体系的に確立されていない。
　本研究で析出されたオルタナティブ教授法の構築過程により、ある国・地域の歴史・文化に根差し、かつそこ
で現代を生きる人々が理想と考える教授法を編み出すアプローチ法を提示したといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 1990年各国によって批准された「万人のための教育」を皮切りに、「万国に共通して効果的な
教授法」として、学習者中心型教授法（アクティブラーニング、協調型学習など）が発展途上国
へ教育移転されてきた。アジアやアフリカ各国の教育政策は、教師中心型教授法や一斉授業を否
定し、参加型学習や問題解決型学習を推し進めている。しかし多くの先行研究が、学習者中心型
教授法は途上国の学校現場でほぼ実施されておらず、実施されても学習効果が上がるわけでは
ないことを実証している(Schweisfurth  2011)。その理由の一つに、本教授法は欧米の教育哲学
や思想に基づいて発展してきたため、途上国の文化や教育現場に見合わない点がある。平等な教
師・生徒関係やグループ学習は、先進国の価値観に沿った「良い教育」の理念であり、社会文化
的背景が異なる途上国で模倣させることには、大きな疑義が呈される。また、学習到達度調査
(PISA: Programme for International Student Assessment)で上位を占める上海や香港などは、
相当な割合で斉一的授業を行っており、学習者中心型教授法が全世界的に学習効果を生み出す
かは疑わしい。ただし、学習者中心型か教師中心型かといった二項対立を超え、途上国現地の社
会文化に根づき、かつ高い学習成果を生み出せる第三の教授法を体系的に確立した研究は皆無
である。 
 そこで本研究では、タンザニアを事例として、同国の思想的背景と学習者中心型教授法の輻輳
や相乗効果の可能性を検討したのち、オルタナティブな教授法生成を試みた。タンザニアの教育
システム発展過程を振り返ると、同国は学習者中心型教授法と親和性の高い教育思想を有する
ことが観察される。自国を独立に導いた初代大統領ニエレレは、「自立のための教育（Education 
for Self-Reliance）」(Nyerere 1967)を通して、口承伝承など植民地時代以前に用いられてきた教
育方法に立ち返ることを推進した。ニエレレはまた、具体的な教育方法として、児童とコミュニ
ティが協働で学校教育やその運営に携わることを期待し、体験型学習や協調型学習を推奨した。 
 一方、世界的に教育移転されている学習者中心型教授法に関して、Bremner（2021）は次の 6
つの教授的特徴を「学習者中心」と定義づけている：①学習者の積極的参加、②スキル重視の協
働・実践型学習、③学習者が持つ興味関心との合致、④教育者と学習者の間の平等的関係性（権
力配分）、⑤自立性、⑥形成的評価。 
 本研究では、教育移転されてきた学習者中心型教授法の教授的特徴(Bremner 2021)と、ニエ
エレが提唱した「自立のための教育」(Nyerere 1967)、また、現代タンザニアの教育的価値観と
相入れるかを検討するべく、以下の問いを立てた：⑴タンザニアで、ウジャマー思想に基づく「自
立のための教育」はどう変容し、現代の教育関係者に受け継がれているか、⑵「自立のための教
育」と、学習者中心型教授法の間に、輻輳性や相乗効果は見い出せるか、⑶「万人のための教育」
に基づく教授法と融合できるような、オルタナティブな教授法をタンザニアで生成するための
思想的基盤は何か。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、タンザニアで受け継がれてきた教育に対する価値観と学習者中心型教授法
との輻輳性や相乗効果の可能性を探り、現代タンザニアにおいて「自立のための教育」がより効
果を発揮し、かつ学習成果を生み出せる教授法を生成することである。⑴元来タンザニアで継承
されてきた教育思想・哲学、⑵教育移転されてきた学習者中心型教授法、⑶現代の教育関係者が
考える教育のあるべき姿、の類似点と相違点を比較検討し、三要素間の関連性を明らかにした上
で(4)オルタナティブな教授法を生成する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 比較事例研究法を用いて、タンザニアをとりまく教育政策の変遷（政策レベル間比較）、同国
の歴史的変遷や文化的背景（時空間比較）が、現代の教育関係者が持つ学習者中心型教授法の解
釈やその実施度合い（事例比較）といかに関連しているかを調べた。まず、(1)タンザニアで受
け継がれてきた教育に対する価値観、特にウジャマー思想に基づく「自立のための教育」と、(2)
学習者中心型教授法の思想基盤や教育哲学、の間に共通性が見られるかを政策分析と文献調査
を通して検討した。 
 タンザニア現地では、教育関係者（教員、児童、保護者、市民団体、教育政策立案・実施に関
わる政策関係者）に聞き取りを行い、「自立のための教育」に関連する価値観が現代タンザニア
人にいかに受け継がれているかを調査した。ダルエスサラームで小学校 3 校を訪れ、2～4 人の
教員と 2人の保護者を対象に半構造化インタビューを、6～8人の児童からなる 1～2グループと
フォーカスグループディスカッションを実施した。加えて、経済都市ダルエスサラーム地域の自



治体の教育担当者 1名、タンザニア・インスティチュート・オブ・エデュケーションの職員 2名、
教育関連の NGO と NPO 計 2団体の職員 3名にも、聞き取り調査を行った。合計で大人 20名、児
童 37 名が本研究に参加した。調査対象者に(1)ニエレレの政策や思想に対する理解度と見解、
(2)今日の教育現場で価値があるとされる教授法、(3)その実現を阻む障害など、を問うた。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、比較事例研究法とケイパビリティ・アプローチを用い、タンザニアの文脈におい
て、歴史的・現代的に評価されている教育的価値観と学習者中心型教授法の教授的特徴の間に見
られる共通点を検討した。 
 タンザニアの初代大統領ニエレレが独自のウジャマー思想を土台として提唱した「自立のた
めの教育」が、学習者中心型教授法と類似の教育的要素を含む点は興味深い。物質的・精神的な
植民地支配から脱し、農業を礎にタンザニアを自立させるための教育方法として、ニエレレは体
験型学習、学校教育と実生活の繋がり、民主的な教師と児童の関係などを重視した。そして、こ
のウジャマー思想は現代に受け継がれ、タンザニア人のアイデンティティや価値観形成の道徳
的基盤となっている。 
 現在タンザニア政府は、国際教育政策に同調して学習者中心型教授法の借用を進めている。
1990 年代以降、同国は学習者中心型教授法を基軸とした教育政策を立案してきたが、その中で
も「自立のための教育」に基づいた指導理念に則って学習者中心型教授法を推進することが謳わ
れている。タンザニアの教育政策では、少なくとも文書上で、「自立のための教育」と学習者中
心型教授法の理念を統合させようとしてきた政策的意思がみられる。 
 Bremner（2021）が提唱する 6つの学習者中心の特徴を、先に示した 3つの側面、つまり、（1）
タンザニアで代々受け継がれてきた理想的な教授法、（2）世界的に展開されてきた学習者中心型
教授法、（3）現代タンザニア人が有する教育的価値観、の三者間で比較したところ、類似点と相
違点が浮き彫りになった。(1)、(2)、(3)のいずれもが、①積極的参加、②他の学習者との協働
による学習を通じて開発される関連スキルに価値を置いていた。一方、④権力の共有については、
(1)、(2)のみで価値が置かれていたが、現代の教育関係者は重視していないようであった。具体
的には、ニエレレ（Nyerere 1967）は学校における民主的な教師と生徒の関係を促進したが、本
研究のインタビューでは誰も言及しなかった。また、③学習者のニーズへの適応、⑤自立性、⑥
形成的評価については、ニエレレの政策にはほとんど登場せず、インタビューでも語られなかっ
た。同様に、現在の教育関係者は、暗記型と言われる試験に合格することを重視する傾向が示唆
された。本研究で比較した(1)、(2)、(3)が重要視する教授的特徴を図 1に示す。参加型、双方
向コミュニケーション、実践型、個性重視は、(1)、(2)、(3)の三者間で共通して価値が置かれ
ていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 国際教育協力において、生徒の積極的な発言や参加を促す学習者中心型教授法は、国際教育政
策を介して教育借用されてきた歴史を持つ。しかし、強制的に本教授法を模倣させようとしても、
途上国の教育現場で当事者の混乱を招くことは、想像に難くない。本研究では、タンザニアにお
いて思想の源泉となるような歴史的人物に焦点を当て、現代人の生活との関連性に注目し、同国
における次世代の教授法を構築しようと試みた。また、「地域や家庭内の社会文化を基層として
教授法が成り立つ」との立場に立ち、学校の敷地を超えた教育関係者も調査対象者とすることで、
教育のあり方に関して人々が持つ価値観を多角的に捉えつつ、そのモデル化を試みた。元来そこ
に根付く教育思想やリソースと、政府が推進する学習者中心型教授法との調和を図ることによ
り、現状を大きく改変させることなく、また特別な財政導入を要せずして現場での展開が可能な
潜在性を有する。本研究の結果はタンザニアで教授法改善に向けた試金石となり得るだけでな
く、学習者中心型教授法を借用してきた他の途上国で、その社会文化に根差した教授法をモデル
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図1: タンザニアにおける新教授法フレームワーク



化するための比較材料となり得る。 
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